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1-6. 6. 26 1 67. 7. 26 I 67.10.一167. 12. 291 68. 8; 16 
正 規 武 装 団 員｜一；orつ 4「←i一 WOTつム｜ 29 
設一白云長一貝｜ 120 I iムI一－－－－－；；証一｜プ 油「一iよ;-一
役務支援員｜ soo 1 悶 3 I 一｜ 丸383 ¥ 川 6
大衆基盤｜札印oI 26,500 I 30,000 I 26,500 I 33,900 
（注〉 警察軍発表



















































































































































事業分類 1 ・ ns-!(2)6i::69I一雨 1(4)67-6fl5 I (6) 
I 4カ年｜年度（681(2）／（州年度（68(4 間／（3)
｜合計（住宅01（%）店主計0弘打（%）
道 路 ｜｜｜ ｜｜｜  
コンクリート道路（km) I 2, 3sol 1, os11 461 1, 0231 431 94 
アスフアルト道路い） I 2,00削 9931 501 1,4831 741 148 
パラス・支線道路い） I 3,9o削 1 3751 351 1, 8961 481 137 
永久橋（m) ｜札0叫丸3吋叫 13,0間判 100
濯概 I 42, oool I I I I 
復 旧（ヘクタール） I 301 ,95ol 30,0001 nl 25,5001 61 85 
自然（グ） I 19，州 1比 4叫 371 臥 6001 叫 51
- 83 - 一－ Vll -
フィリピン
A竺；rι竺I 55.500　　　
河川符理 I I I I 
土堤防（km) I 2371 120. 21 sol 13. 91 I 
護 岸Cm) I 6, 1001 3,5601 581 2,0211 I 
排水本管い） I 4001 6481 1621 6731 I 
波 諜（千m3) I 2, 0041 2, 1叫附I 2,1711 I 
通 信 NTEI 仇） I 61 231 38 21.11 361 95 
水 道 I I I I I I 
マニラおよび郊外（%） I 891 671 751 64.ol I 
（ 件 数 ） I sosl 4511 561 1601 I 
深堀り井戸； 件 数）｜川I 2, 243! 56 555　　　25 
校舎 ｜｜｜｜｜｜  
ブ（室数） I s2,4001 33, 1101 401 2s,6231 ‘l 
他（グ） I 2,6001 1,ssol 叫 1,21s1 I 
港 湾・ I I I I 
外航船埠頭（ 件 数） I 381 261 68 11 I 
内航船埠頭（件 数） ! 61, 49, 75: 521 ! 
埋立港湾地域（ヘクタール） I 10s1 731 671 o. 4( 
倉庫（m2) I 38,9601 35,5201 92: 22,0031 I 
土手道，隔壁Cm) I 13, 175¥ 9, no; 7 41 s, 6341 I 
波 諜（10百万m3) I 55. 51 30. 41 51 33 . 1! I 
護 岸cm) I 4, 1201 3 ,501 s51 , i I 
電力事業 I I I I I I 
発 電（百万kw) I 3871 262! 681 2621 I 
送電線（km) I 2, 1001 1, 8001 861 8351 I 
建 物 I I I I I I 
政府建物cm2) I 216, 1001 126, 1101 581 24, 3561 I 







（出所） Economic Monitor 1969. 1. 20. 
これを資金面からみると， 66年 1月から68年11月初日の問，支出された費




































I 1965 I 1966 I 1967 I 1968注
産 業 ｜成長｜ ｜成長｜ 晴豆「－，成長｜
｜率 ｜実質値！率 l実質値｜率 ｜実質値｜率 ｜実質値
I (%) I I (%) I I (%) I I era) I 
1農林水産I6. 61 s, ss11 6. 7! 4，刷I 7 .61 4,4061 s. 9¥ 4,796 
2.鉱業I9.61 195! 11.sl 21s: 14.2i 2491 11.61 21s 
3.製造 業I o. 91 2, 1791 1. 1 2,3461 4.31 2,4471 5.51 2,5s1 
4.建設I12.91 515卜2.51 5021 5.61 5301 4.31 553 
5.運輸 通信 I5.s: 6061 4.61 634i 4.9i 6臼I3.61 689 
6.商業I4.51 1,9141 5.71 2,0231 6.71 2,1591 5.01 2,261 
7.サービス I 5.61 3,4601 4.41 3,6131 3.71 3,7481 5.91 3,969 
示国内純生産 i5.2112,7061 5.7113,4301 5.81 
9.国民所得 I 5.1112,6341 5.7113,3491 5.5l 14,os21 6.0114,928 
10. 間接税マイナス補助金 lO. 91 1, 106! 6. 71 l, 1801 6. 61 1, 2581 5. 2[ L 323 
11.資本減耗引当 I16.ii 994i 9.61 1,os9i 1.6'1 1,215: 10.51 1,343 
























































































加したのに対し，輸出は 2%減少し，赤字は 2億4200ドルに達した。 68年に
入っても，輸出が輸入に追いつかないというこの傾向は変らなかった。 68年















































































































































2 臼 f P. Mapa, Jr.大統領経済顧問委員長はテレビインターピーーで次のように述
べた一一若干の危機が経済を襲ったが， 67年は年央の国際収支の障害にもかかわ
らず非常な成長の時期であった。 67会計年度のGNP実質成長率は66年度の5.1%
に対し 6.6%であった。農業7.2% (66年度4.6%），鉱工業7.3% (4.7），建
設12.7(2.1）。恐らくある程度今年もこの経済活動の勢いは続くだろうが，成長
率は国際収支との関連で通貨政策と公共事業の実施程度にかかっている。税制措
置が可決されねば，開発計画を資本開発予算目標5億 4千万ペソから 2億 1千万
ベソに削減せねばならなくなろう。
, Manila Bulletin紙が得た情報によれば， 54年に投降し現在投獄されている













-133ー -( 1 ）一
フィリピン (1月）
の一つでありうる。 rj1凶人共産組織は Philippinelmreau of the Overseas Chi-








































1966年 ｜前年比｜ 1967年 ｜前年比
（百万ペソ） ｜増（%）｜ （百万ベソ） ｜増（%）
｛実質｜ 1s,002 I 4.2 I 15,839 I s.6 
G N P { I I I I 
l名目 I 22, 338 I 9 . 3 I 24,542 I 9 . 9 
国民所得j実 質 l 払刷 I - I 此 324 I s.3 
(NI) l名目｜ -- ! - I 20,047 I s.o 
人 口 I 33,474千人｜ I 34,656千人I 3.s 
1人当り実質 GNP I 叫べソi-! 457ペソ1 2.0 
農林水産 I 4,063 I - I 4,210 ! s.1 
製造業 I 2,385 I 5.o I 2,516 I 5.5 
鉱業 I - I - I 233 I 9. 4 
建設 i 476 I -5.9 I 527 I 10.1 
運輸通信 l - l - I 652 I 4. s 
商業 I - I 4 . 5 i 1 , 786 I 3 . s 












-135- 一（ 3 ）一
ブイ リピン C1月〉
66年比12.6%6420万ド、／レ減少。ととな原因はコプラ37lO)j，ココナツ油1630万，木


















, A. Calalang中銀総裁は IMFおよび位銀当局者と協議のため訪米。













































事業次官に M.Syquio氏（国防次官を解任）を，国防次官に AlejaudroMelchor 
-137- 一（ 5 ）一
フィリピン（ 1月〉
大統領経済顧問副委員長を任命した。












アおよびインドに 1』輸出。 RCAの報告によると67年 6Jrno日現在余剰は 6
万4000トンO また RCAは：n；トンの輸出を承認した。
9 日 vマルコス大統領夫妻一行はマレーシア，インドネシア，タイ 3ヵ国公式訪問
に出発，まず空路マレーシアのクアラ・ノレンプーノレに［1.ijった。














































' C東京発〉 ヱリザ、ノレデ企業群の ManuelElizalde社長・フィリピン砂糖会議
会長はインタビューで米比問の砂糖貿易の将来について次のような楽観論を表明
した。一－L-L協定が失効となる1974年時にも砂糖会議の協定は現在と類似の条


























V関税局の業績報告書によれば， 67年の関税収入は侃年の 7億 4513万9475.04




, Philippine Sugar Instituteの報告によると， 15の製糖工場地域で耕作面積
21万5000ヘクタールの10%に同研究所開発の“wonder”cane種（Philsugin53-
33, 54-60, 56-226）が植付けられている。 同種のヘクターノレヂiり平均収量は 130




























Faustino del Mundo 別名スムロンとベドロ・タノレク別名 Pedringとの聞の内紛
が頂点に達したことを暴露した。」「この 2者間の紛争はスムロンが HMB組織の
管理を誤ったことに帰因する。これら 2首脳は軍事作戦でこうむった HMBの引








































, V. A. V aldellon土地局長が明らかにしたところによると，各地の法廷で課
税地問題で係属中の土地が50万区画ほどあり，このため士A地改革が遅れている。
同局長はすでに課税地問題調整委員会を設置している。




木2万5865.53ボード・フィート， forestcharge 72万 2701.49ベソ徴収，麻薬
3353,55ベソ，④不法入国 169人，その多くは中国とインドネシア人。

























































る根本的解答であるが， 開発の要求は多くの場合国防上の要求と矛盾する， SE 
ATOは軍備より各国の経済開発計画を重視すべきであると述べ，軍備と開発の
矛店の緩和例としてフィリピン国防軍の経済開発への動員を挙げた。
















T Miguel Cuaderno, Sr.元中銀総裁は，東南アジアの域内貿易開発促進のた
めフィリピンは率先してアジア支払同盟の結成を提唱すべきであると述べた。





































大統領になる見込みのある 5人一一－G.Roxas, A.ドaclila, S. Osmefia, ]r., J. 
Salong?-, J. Li wag－一ーのうち 1の人に与えらるべきで， Villareal氏を党首から
追放することには反対すると述べ，党内分裂は避けるべきだと警告している。一
方 R,Mitra, V. Sagun下院議員ら党の若手グ、ノレープは Villegas氏を支持する
動きを見せ，同氏と B.Aquino, Jr.上院議員を委員会に入れることを強く主張し，
もし党幹部がリーダーシップ問題の解決に失敗した場合には， Aquino, Roxas, 
Villegasの3頭指導制を設けることを提案しているという。








l Gerardo M. Roxas上院議員はアンヘルス市ロータリー・クラブで，日比友
好通商航海条約は不必要でありかつ利益とならない，なお不利益の理由として，




















（注〉 委員会の構成は以下のようである。 Macapagal,Villareal，上院議員 S.
Osmefia, Jr., A. Padilla, G. Roxas, J-Salonga, J. Liwag，下院議員 s.K. 
Pendatun, J. Montano, Villegasマニラ 1ri長， A.Quirino元判事， Tecla








financing law (R. A. 37 41）の修正法案の準備を進めていると述べた。
T Villegalマニラ市←長は二つの“welfavestate，，条例（①水道料および②葬儀

















業に technologicaland development centerおよび instituteof small scale 
industriesに新しい刺激が与えられた。提案されている National Cottage and 
-147- 一（ 15）ー
フィリピン (1月）
Small Scale Industries Development authorityが開発を一層促進しよう。⑨新
製糖工場の建設が促進され，米クオータ 112万6000トンと国内需要を充たすに十
分な生産の増大があった。国内砂糖価格は，米国の平均消費者価格ピクル当り
35.50ペソに比し， 25ペソと安定した。⑩氏問航空局は日本航空， AirVetnam, 


























Vここ 3日にわたって予定されている学生デモの第 1回として StudentCoun-
cils Association of the Philippines所属の，七つのナショナリスティックな学生





















V議会に反米学生デモー－SocialistParty of the Philippines, Movement of 
the Advancement of Nationalism, Kabataang Makabayan (Nationalist Youth) 
の学生を中心とする約1千人のデモ隊はフイルカグの撤退を要求して午後6時頃
議会に向けて行進，議会建物の車口に入ろうとして警備陣と小ぜり合いを起こし
た。リーダーの IgnacioLacsina, Jose Maria Sisonらがフイルカグ法案支持議
員を非難する演説を行ない，デモ隊は“Marcos,Asian bucher”， “!locos War-
lords, Marcos and Crisologo”あるいはジョンソン大統領非難のプラカードを振
り，“Marcos, puppet”，“Johnson murder”，“Johnson madman”，“Johnson 
isamodern Hitler＂，“ Johnson outkills them al”などと呼びながら議会建物の
まわりをデモ，またジョンソン大統領の肖像を焼いた。米大使館にむけてのデモ
は中止された。約250人の警備陣が警戒にあたった。














当時次のようであった。 Bagio市27%, Iligan H'i 7. 5, Davao 8ム Cagayande 
Oro 11, Ozamiz 25, Cotabato 30, Butuan 43.5, Marawi 44.50 




V ロペス農相は PalcerDevelopment of Canada社長と会談後，｜司社は Mar-
induqueの銅鉱開発に 4千万ベソ投資し， 2年以内に操業することになろうと発
表した。
' 1:本の運輸省は PhilippineAir Linesに4Jj 1 ¥:Iからの東京乗入れを許可し
たと発表。 DC-8を使用，週2使東京マニラ直行便を運航する。



































































dor Aytona (N），③法制一一JoseDiokno (N），③商工－ Alejandro Almendras 
(N），④決算 LorenzTeves (N），⑤運輸・公共事業 MagnoliaAntonino (N), 
⑨ゲーム・娯楽・観光－EvaEstrc da E仁alaw(N), （ち退役軍人．軍人年金一Diol王no,























(N），⑦外交－Jose Roy (N），⑧諮問一－ArturoTolentino (N），⑨地域祉会開発－
Salvador Laurel (N），⑩地方政府－LeonardoPerez (N）。
V大統領は与党下院議員と会談，新税制法案について次のように述べた。⑨徴
税機構改革と不良職員排除により内国歳入局（BIR）と関税局（BC）は過去2年間








V上院で F.Amante上院議員提案の南ベトナム派兵法案に対し， JoseRoy 
上院議員（N),J. Salonga前外交委員長（L),G. Roxas (L), H. Benitez (N）上
院議員は反対を表明した。




2 日 ’下院ノ、ト派の R.V. Mitra議員（L）は，フィノレカグの派遣延長を支持する
F. San Juan議員（N）とのテレビ討論会で， フィ／レカグがタイニン省に引続き
駐留することは“解放戦争”に対する攻撃および干渉行為を構成すると述べ，ベ
トナム戦争に中立の立場を採ることを主張した。また EdgarU. Ilarde (L ),A. 
V. Cuenco (Iふ V.Sagun (L）各議員は Mitra議員支持を表明した。
v大統領は AntonioQuejado森林局長〔代理）を更迭，大統領森林問題顧問






V警察軍 3fl討中隊（544人）が選挙後の緊張の続いている Lanaodel Sur州で
活動している 100人のギャング団掃討のため投入された0 1 J20日以来ギャング
団のため民間人10人が殺され， 15人が負傷してし、る。







V議会政府合同税制委員会は次の内容の勧告を行なった。⑥omnibus tax code 








































































リピン人顧問， 専門家は夜間ベドコンの砲撃を避けるため， LuzonStevedoring 
社のタグ・ボート 3隻に乗船，沖合に避難している。












































































C. Navaro, S. Valdez, R. Ablan, Jr., F. San Juan, J. Morero, T. Dumon, 
F. Pajarillo.彼らは，われわれの国家戦略は戦q；を岸辺から遠ざけておくた
めにあらゆる手段を用いることを要求すると述べている。































T Madrigal Sipping社は MobilOil社と約6万重量トンのスーパータンカー
（容量41万パーレル）購入契約を結んだ。同船は 3～4月に引き渡され，引き続き
モピル社の原油を扱う予定であり，またフィリピン国籍のタンカー第1号となる。






























































































































18日 , C. Virata投資委員会委員長（大統領経済顧問〉は大統領に対し， 3月16日
前に投資優先順位計画に関する勧告を用意すると報告した。その他委員会メンパ




























































V上院は任命委員会委員にナショナリスタ党 8' リベラノレ党 3，ナショナリス
タ・シチズン 1の各議員を任命した。
一（ 32 ）ー -164-
フィリピン（ 2月）




































































































































状を写したフィノレムの映写を要求したが， Pendatun(L ),Ligot (L ),L. Marcias 
(N), J. Zafra (N), Natividad (N）らの反対に会い否決された。これを不満とし









（注） 退場した10議員は Cuerco議員ほか， R Mitra, J. Nepomuceno, V. 
Sagun, E. Caliwara, J. Cojuangco, J. Yap, E. Ilarde, L. Joson, R. Felipe 
ら“YoungTurksぺ また反対票を投じた議員は Concordia,Singsonのや







































' 2月10日ケソン市 Dingalanの Umiray村で国防省の刑事チームに逮捕さ
れたフク団指導者 LucianoCapindian 別名“Lawin司令官”（42）は Yan警察


































催， S.J. Liwag上院議員（L),Hilarin Lim氏らが講演，比国のベトナム参戦
反対決議を採択した。



























































































































5 日 Vスムロン司令官暗殺？一一フク同の No.2 Faustino del Mundo別名“Sumu






































































人をパンパンガ州、iSta. Ana, San Pabloの日itioMosonの水田地帯の 2軒の隠
れ家で逮捕，銃8丁を押収した。 このグルーフ。はパンパンガ外ISan Luis, Can-
<laba, Mexico，および Arayatでi，£・動してし、た Gr昭 υrioOcampt九四j名“George
司令官”の20人の部下の一部で，団員の募集を行なっていたという。
V上院外交・財政委員会はフィルガク法案の聴閉会を聞いた。 L Tafiada, J. 
Liwag, J. Salonga, B. Aquino各上院議員が法案反対を表明した。




Cuyapo, Nampicuan, Guimba, Licab, Zaragoza, San Antonio, Cabiao, San 
Isidro, Jaen, San Lenardo, Sta. Rosa, Aliaga, Quezon, Talavera, Santo Do-










9 日 Vスムロン生存か？一一一去る 5日部下に暗殺されたと伝えられたフクのスムロ
ン司令官が，部下と一緒に 3月2日アンヘルス市の Pampa時村に姿を現わした
というのこれは同村の政府情報提供者がスムロンの暗殺が伝えられた数時間後，











































































































































































































































































































































たの同法案の起草議員は， J.ラウレノレ下院議長， Roman,T. Natividad (N), J. 



























































































































26日 V世銀当局の発表によると， IMFはフィリピンに対し 2750万ドルのスタンド
パイ引出しを認めた。比国の IMF割当は 1億1100万ドルで，現在計5500万ドル
を引き出している。























































V上院でトレンティーノ， S・ラウレル， J.ディオクノ， J・サロンガ議員は
ジョンソン声明を考慮し，南ベトナム援助を検討することを主張した。



































































































































































































































































































V・サガン， E・イラノレデ， A・アグパヤニ， R・ ミトラ， L・ ホラ， M ・シング




































T James L. Chiong bian ( N，南コタパト選出）下院議員はインドネシアとの
米とコプラのパーターを非難した。
24日 vラーマン，サバ問題で警告一一ラーマン・マレーシナ首相はネ・ウィン・ピ















定を行なった。後日の発表によると落札者は MarinduqueMining & Iudustrial 
社である。同社はカナダの SherrittGordon Mines社と技術提携する。










































































































長，賞金10万ベソ。② Faustinodel Muudo別名 Sumulong，フク団軍事部門の
長，賞金8万ベソ。③ EfrenLopez別名 Freddie司令官，フク No.3，賞金2





































































































































































































































































































































































v再びサパ進攻論一一2万の隊員を擁すると称する NorthBorneo National 
Volunteers' leagueは，同盟は政府の援助を得ょうが得られまいが出来るだけ早
い時期にマレーシアから領土を回復するためにサパに進攻すると述べた。同盟の





























































































































































































T NECおよび AID共同の農村電化第 1号試験プロジェクトがまもなくネグ
ロス・オクシデンタル州マナパルで活動を開始する。同プロジェクトの受益者は
ピクトリアス，マナパノレ両町とカディス市の約7000世帯。












































































は来月 2万トンの米を輸出する予定であり，公開入札は 6月 5日に行なわれると
報告した。先に通貨委員会は同局の価格安定計画の資金不足問題および倉庫不足













































































































1 日 vサロンガ上院議員は力ララン前 NEC議長に論駁する要旨以下のような書類
の写しを発表した。①決議23～66号は承認されていなし、ので同決議は効力を有し
ないとの68年 1月31日付の NEC委員会報告（委員長 L.タニヤーダ上院議員，
委員 R.メルカード下院議員， G.リカロス比開銀総裁）。②NEC決議が承認さ






















































































非難は不正確ではない。問題の18社のうち 5社は67年 3月， 4社は 4日， 4社が






















































































































































































































































｜ ｜優先分野 創始分野 計
農 業 ｜ 28億0600万ベソ 70.3% I s o s 
鉱業｜ 7億9000 1 19. 8 " I 5 2 7 
製造業｜ 3億9844 グ 9.9" I 21 11 44 




























































































































































































フィリピン大農学部が開発した Peta種と BPI-76の交配種 C-4-63は IR-8よ
り味が良く，病害虫に強く， 収量が多く， IR-8の“ミラクノレ・ライス”に対し
“ワンダー・ライス”と呼ばれている。実験によるとヘクタール当たり収量は，












































































































































（注〉 同委員会には， J. B. Fernandezフアーイースト銀行頭取（委員長〉，

























































































, ASEANの海運特別委員会（マニラ）は， 既成の商船隊と競合しうる ASE
AN独自の地域商船隊の設立について 3日間にわたる会談を開始した。





































分された場合の 1人当りの摂取量が次のように算出されている。 1人当り 330キ
ロ。その内訳は①米・とうもろこしないしパン124キロ，②魚類32キロ，⑧豚肉・
牛肉・卵18キロ，④ミルク17キロ， ⑤果物・野菜llOキロ， ⑥その他30キロ。こ







総 食 キヰ 63% 292% 
穀 物 79 203 
魚 葬i 57 207 
！持 ¥1 41 650 
手L 42 615 
根菜類・野菜・果物 70 360 





























しなかったとして次の 6労働組合の登録証明証を取り消した。 theNational wor-
kers Brotherhood of the Philippines, the Confederation of Independent Or-
ganizations, the Food and Allied workers, the Confederation of Industrial 
and Allied Labor Organizations, the Confederation of Free Trade Unions, 














































































































































































































































①フオルクスワーゲン 25.0%, 1301台， ②トヨタ 24.4%1270台， ③ Northern 


















































































































































1967 I I i 130.9 134.8 I 133.9 ! 133.2 
I I I 134.4 I 160.3 I 154. 7 I 149.2 
i皿 I 1；引 172.0 I 凶8.7 I 山
百 l 15s 6J 135.1 I 150.6 I 146.1 
1968 I I I 136. 7 I 1必 1 I 145.0 i 141.5 
I I I 140. 7 I 143.5 I 143.2 I 142.3 
E 耐久設備輸入（米ドル〉
暦 年 l町駅非電機械！輸送設備｜電気機副合
問67 I Ⅰ　　 I þÿ 5 1 , 3 4 40 0 I þÿ 2 9 , 8 0 70 0 I þÿ 9 , 3 7 90 0 I 
I m I 65 , 669 I 37,049 I 10 659 I 








1968 I I ) 弘同｜ 28，印｜ 1s, 160 I 96,847 


























































Morgan Guaranty Trust社（340万ドノレ）， Standard Electric Lorenz Aktien-
gelshatt (190万ドノレ〉， Standard Telephone Cable Pty社（140万ドノレ〉， ベノレ
電話会社（140万ドノレ）， IMF (9050万ドノレ〉および米民間（1560万ドル〉。 その
他中央政府の負債には利率6.5%, 15年満期（1980年）の外債1320万ドノレがある。
④その借入先は，米輸出入銀行（760万ドノレ〉，世銀（7090万ドル〉，米民間商業銀
行（840万ドノレ）， Creditanstalt fur Wiedenaufbau (340万ドル）， 日本の造船業
-137ー 一（ 139）ー
フィリピン（7月〉
者（60万ドル）， International General Electric社（210万わめ， 日立製作所
(6万ドノレ〉，三井（280万ドノレ〉，伊藤忠（270万ドル）， N. V. Philipps Telecom-
municate Industries (60万ドノレ〉。 ⑥国鉄，中銀，国立銀行の政府保証なしの直
接負債は各々700万ドル（仏 I，日本8社〉， 2億6300万ドル (IMF，世銀，米民





9 日 v警察軍パトロール5人とフク団とがプラカン州 SanIldefonsoの北東11キ
ロの Kasalat村で遭遇，午後2時半と 6時の 2回にわたり交戦，警察軍兵士3名
とフク団員 l名（Armandode los Santos，パンパンガ州カンダパ出身〉が死亡，
フク団員2名と警察軍兵士 1名が負傷した。負傷したフクは同僚に助けられ逃走
した。フク団は Roldan司令官に率いられた15人の 1隊で7月 6日以来この地区
の政府軍作戦の目標となっていた。また男 12人， 女3人から構成され， Roldan
司令官は先月 GregorioGarcia別名 Yoyong司令官が殺された後（パンパンガ
州サンルイス〉ブラカンのフク団組織指導権を引き継ぎ， 同行の Hermogenes


























Tankers (Baha was）社が Pan-Marcona社に10万4000トンの油送船の建造を発注
したと発表。同船の積載量は原油75万ノミーレノレ， 1970年完成予定，比国籍最大の
船となる。 Pan-Marcona社は Pan-MalayanManagement and Investment社






















































































































































































































































































T CCP役員選挙が行なわれ，会頭に Teopisto Guingona, Jr.，国内問題担当副
会頭に ConradoCalalang，外国問題担当副会頭に GregorioLicaros Jr.，開発担
当副会頭に RogelioManalo，その他理事に JoseTambunting, Sotero Laurel' 
Alfonso Yuchengo, Simeon Modella, Eduardo Escol】ar, Clemente Abella, 
Victor Lim, Teodoro Kalaw （リム，カラウ両氏は 6ヵ月交替〉， 各地域代表理
事にJoseR. L. Orosa （北部ルソン）, Justiniano Moneano Jr. （南部ノレソン〉，
Ramon Pedrosa （ピサヤ〉， Teodoro Araneta （ミンダナオ〉の各氏が選出され
fこ。
今回の役員選挙では31名の候補が立ち，過去19年間 CCPを牛耳ってきた




























v治安会議の発表によると 7月12～18日の犯罪発生件数は 884，前週は 1045件
で 15.5%減少したが解決率は 60.2%で前週より 7.8%低下した。全犯罪のうち
62.4% C前週より 11.2%減少）はマニラで発生， 15.3%(21.4%減少）はケソン
市で発生した。その他地域では21.6%減少。死者61, 1'li週81人。うち46件解決，
前週は41件。未登録銃61丁を押収。













T 67年通貨供給一一中銀の67年年報によると67年の通貨供給量は 66年の 33億
7120万ペソに比し12.2%増加， 37億8250万ペソとなった。増加要因は国内信用の


















































































































トンに噌加している。 66年の生産は 8億ベソで国民所得の約 4%，同年の輸




f 68年第 1四半期貿易赤字は5680ドル一一輸出は 1億9330万ドル，輸入は 2億
7010万ドノレであった。これに対し67年同期は輸出 1億9010万ドノレ，輸入2億3240
万わレで，赤字は4230万ドルで、あった。 16%の輸入増加は量が15%，価格が 1%
増加したことによる。生産財は 3千万ドノレ・ 14%増加し， 2億3400万ドルに，消







































































ことにある。抗議には前理事の Francisco]. Nicolas, Virgilio Garciaが， J.
N.恥foraks,Francisco Teodoro, Eseeban B. Cabanos, Enrique R. Angeles, 


















































































































































































































































イサベラが 3番目で 316件であった。また今年度始めの CARの未処理事件数は
5017であった。






























(MAC）司令官に任命， F .タナベ大佐・警察軍第 1管区副司令官を警察軍首府
司令部司令官に任命した（兼任〉。
' 2番目の合繊プラント計画一一一このほど新設された FilipinasSynthetic 
Fiber社（受権資本600万ペソ〕は， 6月に設けられた ChemicalFibers社に続
き，合成繊維の生産を行なうことになった。
（注〉 67年の合織がi績糸の輸入は 476万キロ， 620万ドル，合成繊維の輸入は
486キロ， 630万ドルであった。 63年上半期前者は423万キロ，後者は491.4万
キロで，両者合せて1200万ドルであった。










払借款の返済に使用される。また外貨準備は 6月の 2億1384万ドノレから 7月末に
は1億8800ドルに急落した。 67年7月末のそれは 1億9920万ドルυ 今年1～5J 





8250 Jiドノレ。 ｜斗じく fi)H見｛£の IMFからの借入れは， 昨年第 1次トランシェ
2750ドノレを引出してし、るので， 5500万ドノレで、ある。

















































































































































食 キヰ 50.7% 光 拶L 2.6% 
住宅・什器 18.0 耐久消費財 2.0 
衣 類 5.8 個人支出 1.9 
教 育 4.2 医 療 1.6 
交通 ・通 信 3.5 そ ぴ〉 ｛也 2.5 





























































































































































増大は1967年から始まり， 68年初めまで続いている。 67年第 1四半期の米政府支
出は3200万ドノレで66年同期より 900万ドル， 39%増加した。またテト攻勢により
米政府の支出は増大してし、ると考えられてし、るが， 68年第 l四半期の米政府支出
は4300万ドルで， 67年同期より 1000万ドノレ， 39%増加したといわれる。
他方在外公館の維持・活動費も増加し， 68年第 1四半期の比政府外貨支出は67

















































































































































































































































v鉄鋼3社，ローリング・ミル建設－ElizaldeIron and Steel (Eliseo), Puyat, 
Bacnotanの主要鉄鋼3社はこのほど共同で新会社を設立し， 1億ペソのコーノレ
ド・ローリング・ミノレを建設するとの覚書を結んだ、。新会社は ElizaldeSteel Rol” 
ling Mills (Elirol）で，初回の応募株式比率は Bacnotan社20%,Puyat社20












































































































































































































































（注） これらの政治犯とは，ホセ・ラパ， FedericoMaclang, Ramon Espiras, 





















び玉萄黍農地1万2556ヘクタール，受益農民数 1万3000人。 Alaminos,Bay, 




















した。①コンクリート道路。 854km，費用 l億[7853万1752ベソ。 4ヵ年計画目標
2350km。②アスフアルト道路。 1257km, 4919万3730ペソ。 2000kmo③永久橋。 1






















は，①1万トン， IR-8号， t，米， 35～40%砕米， トン当り CF価格 163Jご／レ，今




























































' 1 1日に予備役演習一一ヤン国軍参謀長は， 11月初めミンダナオおよびスルー
一（ 192）ー -152ー





















































































































































































































































































































フィリピン C9 JD 























































世帯所得分布， 1965・61年 （世帯数は単位 1,000)









2,000～2,499 I 507 







5.9 +230 + 3.7 
2.4 十130 + 2.2 
5.0 +235 十 3.9
4.1 +209 十 3.5
6.7 +210 + 3.2 
76.0 -314 -16.5 














































































































































氏は PCI理事，クリスチャン社会運動幹事， Cascorporation of the Philippines 










































































置する行政命令と，③ Grains Marketing Cooperative of the Philippines 
(Gramacop）に米の取引に関し，米とうもろこし局（RCA）および CentralCo-
operative Exchange (CCE）と同等の権限を与える政令に署名した。







































































































した。① ChemicalIndustries of the Philippinesのソシウム・トリイポリホス
フェイト（STPP）製造プラント。現在STPPはすべて輸入に依帯している（年





























































































































































































































































































































































































































































































































































































phthalate (DOP）代替する butylcoconut alkyl phthalate (BCP）製造プラント。































































































































C. Alcantara & Sons社の合板プラントで優先・非創始分野に登録。既存設備，
年産能力 1億1520万立方フィートおよび拡張設備，年産 1億9032万立方フィート，
計画では 95%輸出。③ Peroxide（フィリピン）の比国初の過酸化水素製造フ。ラ
ント。年産能力は50%のもの2100トンO （ゴ＼ Mayon Ceramics社の電気炉導入に
よる食器増産，年間1850トンO








































1 日 Vフィルカグ，砲撃受〈一一南ベトナムの HauNghia, Bao Trai駐在のフィ






































































































































































































































































































































































































①外相に前教育相・フィリピン大学学長CarlosP. Romulo (Narciso Ramos）。
②法相に財務次官兼関税局長 JuanPonce Enrile (K. Teeha叫（ee）。③教育相
に教育次官代理 OnofreD. Corpuz (C. P. Romulo）。④保建相に保健相代理

































































































Angel Macapagal下院議員（L，パンパンガ州）， Blas Ople労相， SalvadorLaurel 





命，④「小農委員会」を設置し， Raoul Belosoを委員長に， FernandoSantiago 
農地会議判事， DanielLantion大佐（退役〉を任命した。









































































はこのほど PhilippineConsortium for Forest Development Inc.に，インドネシ
アf!IJ3社との合弁で東カリマンタンの森林43万ヘクターノレを開発することを最終
的に承認した。総投資額は950万ドノレ。インドネシア側は P.N. Perhutani Forest 
Development Company，海軍の CoorperativeSammodra Guna Dharmaおよび




























Amadeo Cruz，⑥全国少数民族問題大統領顧問に ManuelElizalde, Jr.，⑦首













































備は11月末の 1億7634万ドノレから先週の 1億9130万ドルに回復したが， 1～7月



























































I.政 府証券 1,489.7 























II. 大蔵証券政府手形 27.3 
合計 3,548.4 











































chanical Center of Manilaのポンプおよび溶接製造プロジェクト。
29日 Vフク団追跡に警察軍出動一一警察軍は28日のサン・フェノレナンド町長殺人事
件の犯人とみられる－EfrenLopez別名フレッデ、ィ一司令官（カノレロット村出身，






















1 9 6 8 年のフィリピン年表
政 2・A，ロ 関経 済 対 タト 係
















































































































































1. 22 I年頭教害， 12億ベソの新・増税提案
2. 2s I中銀，対商銀基礎再割引率を 6%から7.5%に引上げ
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